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サクラや山桜の魅力を学ぶ

修了証と認定バッジの授与

ヤマザクラの植樹

ヤマザクラの咲く里山の景観

　

本
市
は
、
古
来
よ
り
「
西
の
吉

野
、
東
の
桜
川
」
と
称
さ
れ
る
ほ

ど
の
サ
ク
ラ
の
名
所
で
あ
り
、
市

内
の
山
々
に
は
、
約
55
万
本
の
ヤ

マ
ザ
ク
ラ
が
自
生
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
そ
の
素
晴
ら
し
い
景
観

を
後
世
に
残
し
、伝
え
て
い
く「
桜

守
」
を
育
成
す
る
た
め
、
桜
守
養

成
講
座
を
定
期
的
に
開
催
し
て
い

ま
す
。
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ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
里
山
づ
く
り
に
ご
協
力
を

�

～
桜
の
里
づ
く
り
活
動
支
援
事
業
～

桜
守
養
成
講
座
を
開
催

　

昨
年
度
は
初
級
・
中
級
講
座
を

開
催
し
、
日
本
花
の
会
の
和
田
先

生
を
講
師
に
招
き
、
各
４
回
の
講

座
を
行
い
ま
し
た
。

　

講
座
で
は
、
サ
ク
ラ
の
種
類
や

桜
川
市
の
歴
史
な
ど
の
基
礎
的
な

知
識
の
座
学
や
、
実
際
に
ヤ
マ
ザ

ク
ラ
を
使
用
し
た
管
理
の
実
践
等

の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
い
ま

し
た
。

　

初
級
17
名
、
中
級
８
名
が
全
課

程
に
参
加
し
、
修
了
証
授
与
式
に

て
、
修
了
証
と
認
定
バ
ッ
ジ
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
上
級
講
座
を
開
催

予
定
で
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
平
成
30
年
度
に
「
ヤ

マ
ザ
ク
ラ
保
全
活
用
計
画
」
を
策

定
し
、
①
名
勝
「
櫻
川
」・
天
然

記
念
物
「
桜
川
の
サ
ク
ラ
」
の
保

全
、
②
里
山
景
観
の
形
成
、
③
人

材
育
成
の
３
つ
の
目
標
達
成
の
た

め
様
々
な
事
業
を
推
進
し
て
い
ま

す
。

　

そ
の
な
か
で
里
山
の
景
観
形
成

を
目
指
す
た
め
「
桜
の
里
づ
く
り

支
援
事
業
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の

植
樹
や
育
成
、
植
樹
地
の
環
境
美

化
活
動
を
行
う
行
政
区
や
市
民
団

体
に
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
苗
木
な
ど

の
支
給
や
活
動
助
成
金
の
交
付
を

行
い
、
貴
重
な
地
域
資
源
で
あ
る

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
が
咲
き
誇
る
美
し
い

里
山
の
景
観
を
作
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
14
団
体
か
ら
申
請

が
あ
り
、
市
内
の
多
く
の
場
所
で

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
植
樹
や
、
環
境
美

化
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

里
山
の
保
全
は
、
美
し
い
ヤ
マ

ザ
ク
ラ
が
咲
く
里
山
の
景
観
を
守

る
こ
と
に
繋
が
る
だ
け
で
な
く
、

自
然
資
源
や
、
生
物
多
様
性
の
保

全
な
ど
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
守
る

こ
と
に
も
繋
が
り
ま
す
。

　

桜
川
市
ら
し
い
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の

咲
く
里
山
の
景
観
と
、
そ
れ
に
関

わ
る
暮
ら
し
を
守
り
、
持
続
し
て

い
く
た
め
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。


